
戦    評 

 

大会名 第７７回全日本バレーボール高等学校選手権大会岩手県予選会 

会場名： 盛岡タカヤアリーナ  

男 子 決 勝 

主 審： 田 中   哲        副 審： 新 沼 美 穂  

 

試合結果 

 

一関修紅 ３  

25－20 

 １ 盛 岡 南 
17－25 

25－23 

25－18 

 

試合時間 １時間 38分  

 

 県内大会三冠で有終の美を飾りたい盛岡南と、２年ぶりの優勝を狙う一関修紅との対戦 

となった決勝戦。第１セット、ピンチサーバー３番荒木のサービスエースで一関修紅が波 

に乗り、リードする。対する盛岡南は４番佐々木（優）、９番山口のスパイクで反撃するも 

最後は一関修紅１番及川のスパイクでセットを取った。第２セットは盛岡南の 14番竹花の 

スパイク、９番山口のサーブで一関修紅の守備を乱し、盛岡南が奪取した。第３セット、第 

４セットは一関修紅１番及川、４番村田が打点の高いスパイクや、緩急をつけたサーブで岡 

岡南を攻めた。盛岡南は４番佐々木（優）、14番竹花の相手ブロックを良く見たスパイクで 

反撃を試みる。一関修紅はリベロ 11番佐藤を中心としたレシーブ陣がブロックのワンタッ 

チボールを正確に処理。セッター５番山崎も正確なトスをアタッカーに配球し２セットを連 

取。15回目の優勝を決めた。 

 

戦評者： 手 島 瑞 夫  

 

岩手県バレーボール協会 

 



戦    評 

 

大会名 第７７回全日本バレーボール高等学校選手権大会岩手県予選会 

会場名： 盛岡タカヤアリーナ  

女 子 決 勝 

主 審： 小野寺   太        副 審： 畠 山 沙由利  

 

試合結果 

 

盛岡誠桜 ３  

25－16 

 １ 一関修紅 
25－19 

18－25 

25－17 

 

試合時間 １時間 30分  

 

 ４年連続の制覇をかけた盛岡誠桜と初優勝を狙う一関修紅の決勝戦となった。第１・第 

２セットは盛岡誠桜がエース３番阿部のサイドからの高い攻撃を主軸に、１番佐藤のブロッ 

クや９番山家のサービスエースでリードを広げ、連取する展開となった。第３セット、巻き 

返したい一関修紅は、エース４番五嶋の気持ちのこもったスパイクをきっかけに、ブロック 

とフロアディフェンスの息の合った堅い守りから切り返しの速い攻撃へとつなげ、そのまま 

勝ち取った。第４セット、県内屈指の高さを誇る盛岡誠桜がブロックや高さのあるスパイク 

でリズムをつくり終始リードした。一関修紅もレシーブで粘り奮闘するも一歩及ばず、第４ 

セットを盛岡誠桜が取り、４年連続 29回目の優勝を決めた。 

 

 

 

戦評者： 片 山 和 人  

 

岩手県バレーボール協会 

 


